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１．研究計画の概要
ニッケルやインジウムなどの金属を同時

蒸着したグラファイト薄膜を熱処理するこ
とにより、生成する合金のナノチューブの生
成機構を解明する研究を行なう。

２．研究の進捗状況
本研究の計画・方法は、（１）実験装置の

整備、（２）合金ナノチューブの創成と観察、
（３）創成機構のモデル化を行う、（４）研
究成果の公表を行うの 4 つである。
（１）実験装置の整備に関しては、既存の

装置を合理的かつ効率的に用いるべく、研究
分担者とともに日本原子力研究開発機構高
崎量子応用研究所に、本研究専用の実験装置
を整備することができたことで、十分な成果
が得られた。（２）合金ナノチューブの創成
と観察に関しては、従来のニッケル＝インジ
ウム合金の観察は行ったが、それ以外の新た
な合金でのナノチューブの生成が確認され
ていない点において、現在の時点では目標は
達せられていない。（３）創成機構のモデル
化に関しては、合金ナノチューブの生成過程
で、炭素・ニッケル・インジウムの混合蒸着
薄膜を熱処理することにより、炭素薄膜状に
ナノスケールの島状の液体合金の存在を考
えることにより、合金ナノチューブの創成機
構の合理的な説明がなされたという点で、十
分な成果が得られた。（４）研究成果の公表
に関しては、合金ナノチューブの生成機構の
モデル化に関して、国際会議での口頭および
ポスター発表、さらに査読付きの論文を国際
的な学術誌で発表した。また、本研究の実験

の中心であるレーザー・アブレーションによ
る薄膜生成に関した分光実験の成果を、国際
会議、論文、洋書図書で発表できたことは、
非常に大きな成果である。
今後は、新たな金属の組み合わせによる合

金ナノチューブの創成に実験的に成功する
こと、およびその結果の公開を行う計画であ
る。

３．現在までの達成度
合金ナノチューブの創成モデルの提案、お

よび関連実験の詳細な解析状況の公表を行
ったという点では、②おおむね順調に進展し
ている。しかし、新たな金属の組み合わせに
よる合金の創成実験に関しては、③やや遅れ
ている。

４．今後の研究の推進方策
本研究の実施期間内に新たな金属の組み

合わせによる合金ナノチューブの創成を目
的として、実験を推し進める。
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